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惑星大気観測用に開発された赤外レーザーへテロダイン分光計の性能評価

Performance test of an infrared laser heterodyne spectrometer for observations of

planetary atmosphere
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惑星大気観測用に開発された赤外レーザーへテロダイン分光計の性能評価を行った。黒体炉及び月を光源とし
た際のへテロダイン信号の信号対雑音比は現システムに対する理論値の1 / 3、2 / 3程度であった。また太陽を光源
として地球大気の観測を行い、オゾンの吸収スペクトルの構造の一部を検出することに初めて成功した。

東北大学大学院理学研究科では惑星大気の地上からのリモートセンシングを目的として、赤外レーザーヘテロ
ダイン分光計の開発を進めている。この分光計は局部発信器に半導体レーザーを用いているため、観測波数範囲
が広いという特長を持つ。また電波分光計として音響光学型分光計( A O S )を使用することにより、非常に小型で5
MHzという非常に高い周波数分解能で全帯域のスペクトルを同時に取得することができる。

開発した分光計の性能を調べるために、まず赤外レーザーへテロダイン検出部の性能試験として黒体炉及び月
を光源とし、へテロダイン信号の信号対雑音比 ( S / N比)の測定を行った。測定結果は現システムに対する理論値
に比べてそれぞれ1 / 3、2 / 3程度であった。また月及び太陽を光源として地球大気の観測を行い、オゾンの吸収ス
ペクトルの取得に初めて成功した。

次に音響光学型電波分光部( A O S )の性能試験として、シグナルジェネレータの信号をA O Sに入力し、その出力特
性を測定し、帯域幅 500 MHz、周波数分解能 4.6 MHz、ダイナミックレンジ 17 dBという結果が得られた。周波数
分解能は音響光学型偏向素子 ( A O D )の定格値から予想される値 (4.4 MHz)と同程度であったが、帯域幅に関して
定格値 (1000 MHz)から予想される値よりも劣っていた。

さらにシステム全体の性能試験として太陽を光源とした地球大気の試験観測を行い、オゾンの吸収スペクトル
の構造の一部を検出することに初めて成功した。本講演では開発したレーザーヘテロダイン分光計の概要、性能
試験結果、今後の課題について報告する。


